ウォーターハンマーの防止
ポンプ等でいうウォーターハンマー（水撃）は、以下の状況で衝撃を伴って発生する。現象が激しいときには、配管等に破損をきたすことがある。
①ターボ形ポンプの吐出側ラインが満液でない場合、吐出弁を急激に開放すると、吐出ライン内でウォーターハンマーが起きるため、吐出弁操作は電動機の電流を監視しながら徐々に行なう。
また、自動起動のポンプ吐出配管で、ウォーターハンマーが発生し、配管内の急激な圧力変動により配管が移動し、付属ドレン弁が近接のサポートに当たって折損、漏洩事故が発生した事例がある。(配管立ち上がり部に気相部ができた）
②ターボ形ポンプ等で高圧機器へ送液中に、吐出弁を開放した状態で駆動機を停止した場合、送液量は急激に低下、次いで逆流が発生して逆止弁で流が遮断された時、ウォーターハンマーが起る。
従って、吐出弁を閉止した後、駆動機を停止する。
③ポンプで送液中に吐出系の調節弁を急に閉止するとウォーターハンマーが発生するため、急閉止を避ける計装、または操作をする必要がある。



























